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.248 .199 .360 .345 ―
11．私にとって職業は，社会に貢献する
手段として重要である。






.610 .623 .234 .110 .212 .120 ―
 8．私にとって職業は，生計を立てるた
めに重要である。













.113 .141 .278 .216 .625 .464 .191 .190 .405 .387 ―
11．私にとって職業は，社会に貢献する
手段として重要である。
.113 .071 .245 .303 .506 .620 .115 .085 .371 .496 .655 ―
Table 2　職業観尺度の平均値および標準偏差
過去 現在
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
経済的側面 7.85 2.12 8.32 1.76
個人的側面 6.80 1.98 6.87 1.93
















































.049 －.040 －.072 .072 .079 .000




.020 －.046 .078 .021 .161 .094




.108 .125 .092 .056 －.107 －.198




.054 .014 .088 .031 .049 －.009




.029 .117 .089 .020 .087 －.083




.131 .020 －.021 .026 －.005 －.204




－.058 －.119 －.131 .048 .049 －.063




－.021 .004 .013 .018 .041 .040




－.088 .055 .012 －.031 －.017 .000
































































の 2側面との差がより大きいのがクラスター 3である。なお，経済的側面と他の 2側面との差がク
















ラスター 3では，人数が少ないものの，80％（5人中 4人）が現在もクラスター 3に分類されてい
る。他のクラスターは，その割合はクラスター 3よりも大きく低いが，1/3から 1/2程度が同一ク
ラスターに分類されている。転じて，クラスター間での移動の特徴に目を向けると，クラスター 1，











クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3 クラスター 4 クラスター 5 クラスター 6 クラスター 7 クラスター 8 分類不可能
過去
28 12 5 38 31 17 37 22 7
（14.2） （6.1） （2.5） （19.3） （15.7） （8.6） （18.8） （11.2） （3.6）
現在
25 8 11 46 20 14 36 29 8






　クラスター 4や 6からクラスター 8への動きは，すべての側面での認識が上昇しているといえる。
























クラスター 1 10 1 0  7  4 2  3  1 0 28
（35.7） （3.6） （0.0） （25.0） （14.3） （7.1） （10.7） （3.6） （100.0）
クラスター 2  1 4 0  1  1 1  3  1 0 12
（8.3） （33.3） （0.0） （8.3） （8.3） （8.3） （25.0） （8.3） （100.0）
クラスター 3  0 0 4  0  0 0  1  0 0  5
（0.0） （0.0） （80.0） （0.0） （0.0） （0.0） （20.0） （0.0） （100.0）
クラスター 4  5 0 4 16  0 0  4  8 1 37
（13.5） （0.0） （10.8） （43.2） （0.0） （0.0） （10.8） （21.6） （100.0）
クラスター 5  5 0 1  6 14 2  2  0 1 30
（16.7） （0.0） （3.3） （20.0） （46.7） （6.7） （6.7） （0.0） （100.0）
クラスター 6  1 0 0  0  1 8  2  4 1 16
（6.3） （0.0） （0.0） （0.0） （6.3） （50.0） （12.5） （25.0） （100.0）
クラスター 7  2 3 1  9  0 0 17  5 0 37
（5.4） （8.1） （2.7） （24.3） （0.0） （0.0） （45.9） （13.5） （100.0）
クラスター 8  1 0 1  5  0 1  4 10 0 22
（4.5） （0.0） （4.5） （22.7） （0.0） （4.5） （18.2） （45.5） （100.0）





























n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差 ピアソン ポリコリック
1． アルバイトの経験は就職活動に役
立った。
83 4.06 1.13 104 3.97 1.19 .152 .194
2． 就職活動を通して，職業に対する
考え方が変わった。
83 4.02 1.04 104 4.34 0.77 ＊ .205 .213
3． 就職活動を通して，解決が求めら
れている社会の問題に気づいた。
83 3.28 1.05 104 3.12 1.15 .106 .125
4． 就職活動を通して，尊敬できる先
輩社会人に出合った。
83 3.39 1.30 104 3.86 1.12 ＊＊ .259 .314
5． 就職活動を通して，社会に会社と
いうものが存在する意味を考えた。
83 3.61 1.19 104 3.59 1.21 .127 .161
6． 大学での学習・研究は就職活動に
役立った。
83 3.55 1.20 104 3.46 1.27 .101 .114
7． 就職活動をしているうちに，社会
に出ていくことが不安になった。
83 3.63 1.08 104 3.61 1.30 －.136 －.153
8． 就職活動を通して，これからの自
分の生き方を考えた。
83 4.46 0.74 104 4.59 0.68 .094 .116
9． 就職活動を通して，社会の仕組み
についての理解が深まった。





























n 平均値 標準偏差 n 平均値 標準偏差
クラスター 1 10 4.30 0.67 13 4.31 0.48
クラスター 2  3 3.67 2.31  4 4.50 1.00
クラスター 3  4 3.50 1.73  7 4.14 0.69
クラスター 4 15 4.47 0.74 25 4.36 0.76
クラスター 5 13 3.46 1.13  6 4.17 0.98
クラスター 6  8 4.50 0.76  6 4.50 0.55
クラスター 7 17 4.35 0.79 17 4.41 0.87
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